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「住み続けられるまちづくりを」のテーマで、2

年生が新聞記事をヒントにアイデアを出し合う

西宮市立浜脇中学校の学年発表会では、各クラ

スからの代表計 14人が登壇した。「住み続けら

れるー」は国連の持続可能な開発目標（SDGs）

の一つ。「NIE ノート」を発展させた取り組み

で、全員がまちづくりのプランを考えた。 

授業の冒頭、代表の生徒が「よいまちづくり

を主体的に考えていきたい」と宣言。発表では、

中学生らしいアイデアが次々と飛び出した。 

「現状はできないけれど、雷のエネルギーを

蓄えたり利用したりすれば、電力不足を改善で

きるのでは」「使用済みのペットボトルで手すり

を作り、横断歩道に付ける」「ルクセンブルクで

は、公共交通機関の運賃が無料化された。西宮

市でできれば便利で環境にもやさしい」 

小川洋子さんは「雷のエネルギーの利用な

ど、今はできないことが心に残った。若い方々

は、夢物語の可能性を常に考えていただきた

い」と講評した。 

同校では、日本国際博覧会協会などと連携

し、大阪・関西万博を見学したり、SDGｓの実践

で知られる岡山県真庭市を訪れたりしながら、

取り組みを深めていく。「第３０回 NIE全国大

会神戸大会」で発表する。 

 

記事ヒント、まちづくり考える 

浜脇中 神戸大会で発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「世界の広さ実感できる」 
作家、小川洋子さん 西宮・浜脇中の NIE授業見学 

今年夏の「第 30回 NIE全国大会神

戸大会」で記念講演する芥川賞作家、小

川洋子さん（62）＝西宮市在住＝が１月

30日、西宮市立浜脇中学校で NIE授

業を参観した。生徒たちと机を並べ、記

事について意見を交わす場面もあった。 

小川さんは新聞を毎朝読み、記事か

ら小説の種を拾うこともあるという。

「NIEに活発に取り組む現場をぜひ見

てほしい」と、兵庫の代表的活動校の一

つである同校に案内した。 

同校は週１回、自宅で新聞記事を選ん

で感想を書き込む「NIE ノート」に全校

生約８００人で取り組む。各クラスで社

会科授業の冒頭に意見交換をする。

2019年度に導入し、21年度から全校

に広げた。 

小川さんはまず、社会科の渋谷仁崇

（よしたか）・主幹教諭による 2年 2組

の「NIE ノート」の授業へ。生徒たちはグ

ループに分かれ、自分が選んだ記事に

ついて、その理由や感想を話し合い、希

望者が発表した。 

生徒と一緒に NIE ノートの授業に参加する小川洋子

さん＝西宮市立浜脇中学校（いずれも撮影・冨居雅人） 

２０２５年１月２４日付神戸新聞朝刊教育面に掲載されました 
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 埼玉県八潮市の道路陥没や阪神・淡路

大震災で注目された災害弱者や災害救助

犬など、記事はさまざまだった。 

渋谷主幹教諭は、道路陥没について、

下水道管の破損が原因とみられ、西宮市

でも人ごとではないと説明。西宮市の公

式ラインで、道路が盛り上がっている箇所

などを通報できると紹介し、「みんなが注

意することで、道路陥没を防げるかもし

れない」と呼びかけた。 

小川さんは熱心にメモを取り、生徒た

ちに「記事に書かれていないことまで踏

み込むのは、文学と同じ。阪神・淡路から

30年だが、みなさんが自然災害への意

識が高いことに感心しました」などと語り

かけた。 

 続いて、「住み続けられるまちづくりを」

のテーマで、２年生が新聞記事を基に考

えたアイデアを披露する学年発表会を見

学した。 

終了後の取材で小川さんは、新聞を使

った授業を初めて見たといい、「中学時代

を振り返ると、家と学校しかなく息苦しか

った。自分が生きている世界がどんなに

広いのか、実感できる授業だと思った」と

話した。 

生徒が記事を見て自分ごととして考

え、地元の町や国、地球へと視野を広げ

考え抜く姿を見て、「新聞を本当に読むと

はこういうことなんだと思った。習慣付け

れば、体験を言語化する能力につながっ

ていくのではないか」と語った。 

（神戸新聞社 NIE神戸大会事務局 網 麻子） 


